
　大学などで専門分野を学び、卒業後、対象の県内企業に就職する方の奨学金の返済について、県と企業
が協力して支援します。

未来を担う子どもたちを育てる
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活力ある長崎県を
次世代につなげる特集

spec i a l  i s s u e

若者の県内就職を応援

全国に先んじて人口減少が進む長崎県。
雇用の拡大や子育て支援、移住促進、離島振興などにより、

にぎわいのある地域を維持できるよう全力で取り組んでいます。

　「県内企業の情報が少ない」、「県内企業をよく知らない」と思っていませんか？
　ながさき県内就職応援サイト「Ｎなび」では、求職者の方に魅力ある県内企
業や採用の情報を発信しています。
アプリも配信中です！
（求人数約1,495人、登録企業数1,512社（H29.2.28現在））

県のこども未来課　☎095-895-2683問合せ 検索長崎県婚活サポートセンター

県の雇用労働政策課 ☎095-895-2711問合せ 検索Ｎなび

県の産業政策課　☎095-895-2731問合せ 検索長崎県 奨学金返済アシスト事業

長崎県総合就業支援センター　☎095-842-5424 検索長崎県総合就業支援センター

県の政策企画課　☎095-895-2034問合せ 検索長崎県 地方創生の総合窓口

長崎本所（長崎市）　☎095-893-8860
県央支所（大村市）　☎0957-54-7323
県北支所（佐世保市）☎0956-23-3973
島原支所（島原市）　☎0957-64-7288
※対馬・壱岐・五島地区は月１回程度出張窓口を開設
【開所時間】月･火･水･金･土 10:30～18:30
【休業日】木･日･祝日･12/29～1/3

　結婚を望む独身男女の婚活を応援する相談窓口です。
　独身者ご本人だけでなく、ご家族などからの相談も受け付け、会員
制のデータマッチングも行っています。お気軽にご相談ください。
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長崎県婚活サポートセンター 結婚、妊娠・出産、子育てを
切れ目なく支援

相談無料！

県内就職情報を発信しています！

奨学金の返済を支援する「産業人材育成奨学金返済アシスト事業」

◎主な機能（全て無料）
❶県内企業情報や就職イベントをメールでお知らせ
❷求人・求職者情報の検索
　（企業から登録者へのスカウト機能有り）
❸ハローワーク求人情報の検索
❹求人・求職者情報のマッチング
　（定期的にメールでお知らせ）
❺官公庁の採用情報
❻長崎県の暮らしやすさ情報

※来年3月大学等卒業予定者を
　対象とした企業の採用情報も
　公開しています

●条　　件／対象産業の県内企業に6年以上勤務し、県内に居住すること　など
●支援内容／対象となる奨学金返済額の1/2（上限150万円）
　　　　　　※3年勤務で半額、さらに3年勤務で残りを支援
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人口減少による県民生活への「影響」

※
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●公共交通機関の乗客減少による運賃の上昇、
便数や路線の減少など、交通利便性の低下

●若者が減り、医療・福祉の人材が不足すること
による医療・福祉サービスの低下

●学校の統廃合により、通学時間が長くなる、クラ
ブ活動が制限されるなど、児童・生徒の学校生
活への負担増

●税収減による行政サービスの低下

●空き家増加による倒壊等の危険性の増加や不
法投棄の誘発など、生活環境への悪影響

高齢者1人を支える現役世代数の推移
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など

登録募集中！


